「朝比奈」という勇将 : 狂言〈朝比奈〉のシテ造型と近世期への展開 by 岩城 賢太郎


























































































ば、らいでん雲をひ かし 大じしんのゆるがごとくなり、 〕
されバふるこうりがつゝぬきさげぎり、かず













　『吾妻鏡』に見える和田合戦の始まりは、右の虎明本の詞章と同じ日付の建暦三年（一二一三）五月二日条であり、 「申の刻、和田左衛門尉義盛、伴党を率して、たちまちに将軍の幕下を襲ふ」と、和田義盛が蜂起した記事が載る。朝比奈 兄「嫡男和田新左衛門尉常盛・同子息新兵衛尉朝盛入道」はじめ 義盛の子息七人の武者の一人として続いた朝比奈の様は以下ごとく見える。





を掛け、三代将軍実朝は頼朝の法華堂に避難した。 『吾妻鏡』に見える朝比奈の門破りの記述は簡潔なものである。 『吾妻鏡』は、門破りよりはこ 間の義秀の壮絶な戦ぶりについて、 「就中に義秀猛威を振ひ、壮力を彰はすこと、すでにもつて神の如し。彼に敵する 軍士、死を免るることなし」と記している。その中に 、幕府側に付いた義盛の甥である従兄弟の「高井三郎兵衛尉重茂」との落馬しての烈しい組討ち 様についても、 「義秀と攻め戦ひ、互ひに弓を棄て轡を並べて雌雄を決せんと欲し、両人取り合ひて、共にもつて馬より落つ。 ひに重茂討たれをはんぬ」と見え い さらに朝比奈の敵する者なしといった壮絶な戦いぶりを記す記事が続く
また足利三郎義氏、政所前の橋の傍において義秀に相逢ふ。義秀追ひて義氏が鎧の袖を取る。縡ははなはだ急にして、義氏駿馬に策つて隍の西に飛ばしむ。その間鎧の袖中より絶つ。しかれども馬倒れず、主落ちず。義秀志を励ますといへども、合戦数
剋にして、乗馬疲れ極まるの間、泥みて隍の東に留まる。両士の勇力を論ずれば、互ひに強弱なきこと掲焉なり 見る者掌を抵ち、舌を鳴らす。義秀 ほ橋の上に廻 、義氏を追はんと擬するの刻、鷹司官といふ者、その中を隔て相支ふるによつて、義秀がために害せらる。この間に義氏遁る ことを得て奔走すと云々。
　
朝比奈が引っ張った足利義氏の鎧の袖が切れるという






思ひて、朝比奈の三郎が力の出るしるしに、左右の腕と肱に、力筋と言ふもの 、十四五、二三十 ふつ〳〵 出でにけり。胸を生ふる 毛、碁盤の面胴の針を磨り並べたるご くなり。胴の筋が額へ上がり、額の筋が胴へ下がり、物によく〳〵譬ふれば、九重の藤が松を絡ん 麒麟が友 恋うたるに、ちつとも違はざりけり。……踏んじかつて立つた。ばつしんを苛らげ、前ヘ、 「ゑい」 引た。後ろへ、 「ゑい」と退ひた。草摺切れて退きけれど、立ち所を去らずして、踏んじかつて立た、曾我の五郎時宗を、大力と申て 怖ぢぬ人こそなかりけれ。
　
五郎の大力を語る件りではあるものの、右の傍線部












































































































その六曲一隻の屏風の中央第三・四扇下半部に朝比奈の門破り 場面が大きく描かれている。当該場面の注目される点は、連銭葦毛の立派な馬に乗る白髪白髭姿の老練な武者が右手で朝比奈の門破りを指示しているかのように描か ている点である。こうした門破りの構図は、『吾妻鏡』の和田合戦関連記事の記述からは、直接は生まれて来ない。むしろ狂言〈朝比奈〉 和田合戦をめぐるいくさ語り、それも「親にて候義盛使者を立て、何とて朝比奈は門を破らぬぞ、門を れと りしかば、畏まつて候とて、急ぎ駒より飛んで降り、ゆらりゆらりとち越ゆる」 （前掲虎明本校訂）と語る大蔵流の詞章と密接な関わりが窺える図である。　
因みに、 『続狂言記』も「義盛使を立て、何とて朝比








り候とて、そのまゝ馬よりとんでおり、大門さしてあゆミ行」とあるように、義盛は（前に「おやにて候よし盛、しらががしらに、かぶとをいただかんといふ上は」と語っている） 、朝比奈 一合戦するよう促すのであり、具体的に門を破 よう指示するわけで ない。な 、鷺流の享保保教本も和泉流 同様である。　
また、貞享元年（一六八四）版の菱川師宣画『古今武










































































































































































































金撮棒の三つの武具を携えていることはわかる。但し、現行の演出に従えば、シテが手にする大竹にこの七つ道具を結いつけてアドに持たせるため、大竹が何を表徴する武 であるかを比定することは出来な 。だ この詞
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という武者を、六道の辻まで自力で担いできた武具を、怒って閻魔王を武力で従え、かわりに持たせて行くことにしたという、より横暴 、横着を働く武者とし 造型していたのであろうか また六義では最初から浄土へ向かっている朝比奈であるが、大蔵流 〉においては、その登場の一声の謡では、 「 もやうや 朝比奈は、冥土
へとてこそ、急ぎけれ」 （虎明本）と、朝比奈は冥
界の何れへとも知れぬ道を急 でいたのであるが、六道の辻で 閻魔王 の交渉を経て、 「朝比奈は、
浄土
へと
























初戀曾我』が演じられており、 「右三座。五郎。十郎。朝比奈。古今名人三幅対の大当といふ」とも記している。五郎・十郎・朝比奈という三人の武者が歌舞伎の舞台に登場することになった背景には、 『曾我物語』に取材した「曾我物の世界」の確立が関係していたことを示すものだが、 『歌舞伎年代記 は、鎌ッぽう、猿隈、猛者言葉といっ その朝比奈の演技の特徴につ て詳述し、初世中村傳九郎が創出して じた が、江戸歌舞伎における奴荒事という新たな武者朝比奈像の創出と強く関わっていたことを示唆してい 。　
その朝比奈の装束についても、 「素袍の紋には替紋の
























有馬出羽守純珍御前に出し時 朝比奈三郎義秀が紋は何なるやと御尋ありしかば。鶴の丸とうけたまはりしと申けるに。そは中村勘三郎といへる俳優が。 じめて朝比奈が狂言せ とき を が紋をつけしよりあやまりて。世人みな鶴の丸を 朝比奈が紋と覚えたるなり。朝比奈が紋は草合とて。稲束を


























着物には、三浦氏・和田氏の定紋とされる丸に三つ引紋と共に、袂に「草合」紋によく似た が描かれてい 。これらの紋章が、恐らく吉宗が言う「稲束を打ちちがへしもの」を図案化した と関連する であろう。　
初世傳九郎家の紋に因むものか、本来の朝比奈或いは















團十郎の曾我五郎竹抜き図である。当該図は元禄十年（一六九七）頃版と言われるが、江戸歌舞伎における荒事芸の確立において、曾我五郎時宗は代表的な役であり、この全身を真っ赤にして力を漲らせた五郎の太竹を抜かんと鍛錬する様は、剛勇性や破邪を象徴す 場面でもあったこ だろう。 「曾我物の世界」を介して朝比奈とも密接な関連が指摘できる五郎の造型における太竹の象徴性には注目しておきたい。　
また、十八世紀後半に描かれたボストン美術館蔵曽我






















































































































 天理本狂言六義（上巻） 』 （一九九四年、三弥
井書店） 、及び『天理図書館善本叢書』所収の影印版 参照し、一部、私に濁点を補う。
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22） 例えば、山口市歴史民俗資料館蔵『狂言之絵』 （ 『山口鷺流狂言資料集
 第一分冊（書誌・本狂言編一） 』































 第二版』には、 「 （剛勇無双を







31） 『若衆歌舞伎・野郎歌舞伎の研究』 （二〇〇〇年、八木書店） 。同論の初 は一九八二年十二月。なお近世期 芸における大力の武者の英雄像の創出については、藤田真一氏「樊噌・朝比奈・桃太郎─近世桃太郎の誕生─」 （田中裕先生の御退職を記念する会編『語文叢誌』一九八 年、文進堂）も参照。
